
淀協の７０年

「いのちの平等」 「無差別・平等の医
療と福祉の実現」をめざして７０年

そして、未来へ

澤田佳宏理事長
（２００１～
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淀協・西淀病院７０年宣言

淀協の未来 １００年へ向かう
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山宣の生きた時代
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京都日日新聞
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1931年8月10日
JR吹田駅前に記念碑
前に立つ、肥田瞬太郎氏



最後の無産者診療所（新潟）

小作争議をたたかう農民・労働者を支援していたが、１９４１年４月弾圧により閉鎖。
特高刑事はこれで「のどを断ち切った」といったといい、その８か月後真珠湾攻撃。
前列、左の女性は金高ますゑ医師。

JR五泉駅前に立つ
南部医療者同盟記念碑
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戦前戦後にわたり日本の平和といのちの平等を貫いた、川上貫一さん（元日本共
産党国会議員・朝鮮戦争に反対し国会議員を除名された。その後復活。）、林喜彦
医師(１９４８年)～西淀病院長

西淀病院前にある川上貫一氏記念碑
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戦前の進歩的医療運動の理論誌。川上氏
は編集長。京大学生であった林氏は販売担当
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1934年9月21日・室戸台風が
大阪湾直撃。外島にあったハン
セン病施設「外島保養院」壊滅
施設は、邑久光明園に移籍。

記念碑

外島保養院には、「日本プロレタリアらい患者解放同盟」「日本
共産党支部」が存在。三好達治（当時・大和田在住）の詩あり
「海近き 春のはじめもかなしけれ らい病院の屋根に赤旗」
横山処女雪はじめ多くの歌人がいた。



第二次世界大戦（１９３１年～１９４５年）

大阪大空襲による惨禍・右は、大阪城、左は、
御堂筋。大阪は一部を除き潰滅状況であった。

京橋駅付近
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年次 男 女

1917年 44.20歳 44.50歳

1945年 23.9歳 37.5歳

1971年 70.17歳 76.58歳

2015年 80.79歳 87.05歳

平均寿命



西日本初の民診誕生

労働会館付属西淀病院（1947年２月10日）開設

産業報国会の建物

藤本英夫氏
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“病院もわれらの手で“大阪・西淀川の
工場街のど真ん中に、労働者よる病院が
初めて生まれた。 （１９４７年４月２７日号）
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私は津軽の働く人びとをこのうえなく愛している。・・・・
「医療を民衆の手に」という旗を掲げて、津軽保健生協が生まれ、

成長し、鍛えられてきた。
「自らの生命と健康は自らの手で守る」という旗印は、今も昔も

あざやかである。
老人病、成人病の死亡率は全国平均を上回り、乳幼児死亡率は全
国一である。貿易自由化によって、つくればつくるほど赤字が増え、
リンゴ農民は、先祖代々丹精込めて育て上げてきたりんごの成木を

涙をのんで切り倒した。今年は荒川区の工事現場で七人の出稼ぎ津軽農民
が命を奪われた。

こうした暮らしと労働の中で、働く人びとが、自分た
ちで生協をつくり、病院を築き上げ活用している。

いかに、美しい故里でも、またどんなに
りっぱな病院を持とうとも、働く

人びとが、貧しさ故に、医療を受けられない現実がある限り
私の故里は悲しい故郷である。。

津川武一著「医療を民衆の手に」より

医療を民衆の手に19



高松平和病院

代々木診療所

菊水病院

本間診療所

大井医院

全国に燎原の火のように
ひろがる民主診療所設立

中通診療所

内灘診療所

待鳳診療所
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私たちは、新しい医療活動の型を創造しているので
す。病める肺、腎臓だけを診るのではなくて、その患
者、患者の生活全体として診ること、医師、看護師、
事務、診療所全体の力が患者とその家族、否、もっと
多くの同じように生活とたたかっている人達と力を合
わせて一人の患者を治療し、健康とそれが支えられる
生活を守ろうとしているのです。それが大衆の中から
生まれ、大衆の中で育ち、発展してきた私たちのあり
かたです。

須田 朱八郎 初代会長
（「全国民医連」誌創刊より）
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小児まひの大流行の中で、全国に子どもを守る会
が結成され、運動の高揚の中で、ソ連製生ワクチン
１３００万本、カナダ製３００万本が緊急輸入された。

西淀病院での生ワクチン
接種風景（１９６２年）
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１９５９年９月の伊勢湾台風。
７００人に及ぶ支援活動の中から、民主診療所建設運動が起こり、愛知、三重に民主
診療所が誕生した。大阪民医連は名古屋市港区に支援に入った。こんな医療機関がほ
しいと姫島診療所を見学、みなと協立病院（診療所）はこうしてできた。

星崎診療所
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伊勢湾台風淀協支援

第2室戸台風・イカダで地域を回る 京都民医連の支援隊



淀川准看護学院（１９６８年～１９
８７年まで１８期）
千北病院の開設（１９６９年）

区医師会公害検査センター
となった千北病院
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１９７１年黒田革新府政誕生
老人医療無料化・公害規制他
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老人医療有料化反対の住民運動
（1978年頃）

26



1977年10月創刊
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西淀病院、姫島病院、千北病院を統合して、地域のセン
ター病院、大阪民医連の医師研修指定病院として新西淀
病院の開設（１９７９年８月）

新西淀病院の写真 新西淀病院の初代院長の鴨脚光増医師
二代目引張 黒岩純医師
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日本初の喘息児サマーキャンプ

大野川のいま
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KAROSHiを国際用語にしたシカゴトリビューン
紙（１９８８年１１月１３日付）

少ないが増えつつある学者、医師、そして残された遺族たちが、輝ける日本
経済の暗い側面に光りを当てなかったならば・・・」
シカゴトリュビューンの一面トップ記事。「過労死」という言葉は民医連の
医師たちのたたかいの中から生まれた。

西淀病院・社会医学研究所・田尻医師
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阪神淡路大震災（１９９５年）激震
33

大阪の支援拠点となった姫島診療所。西
淀川区の被災者の救援に活躍した北山良
三さんと共産党の志位委員長



老人保健施設「よどの里100床」（１９９８年）・姫島
診療所併設

老健施設「よどの里」「姫島診療所」「訪問看護ステーションコスモ
ス」。下は、姫島地域での「友の会班会」

4人合わせて412歳
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自前の医師養成・看護師養成
地域とともに歩む看護師を養成する

地域医療を担う医師を育てる
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淀川准看護学院（１９６８年）
➡
泉州看護専門学校（１９７５年）
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淀協医療福祉
ネットワーク40



41 看護師の工夫や寄り添う姿勢など、そ
の場面が目に浮かび想像力をかきたて
られました。現代の看護師たちの働く
さまざまな場所での、看護やチーム医
療の在り方、そして現代社会の中で取
り残されがちな人々への暖かい目を感
じます。迫力があって感動的です。
日赤看護大学名誉教授 川嶋みどり



淀協の新たな展開 のざと診療所、ファミリークリニック「なご
み」「FCあい」（大阪初めての家庭医養成診療所）

外来患者件数５７００件
在宅患者管理数月２５０件（法人５５０件）
大阪市内一の規模のクリニック
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原発避難者検診

近畿水俣検診

アスベスト事例読影
被爆者検診
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［2017年12月～2018年2月実績データに基づく （介護保険・医療保険利用者）］

凡例
＝コスモス
＝サテライトあい
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１１・１１介護デー
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労災職業病のたたかいの
中から生まれた緑色病院

緑色病院と「姉妹病院」協定
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